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ろ
、牛
、
長
^
花
及
が
贺
玉
It
木
親
が
、
而
し
て
火
V 
M

0
臼

| 

芯
11
她
球
そ
れ
自
身
が
削
造
し
，̂

」

言
.ふ
檫
奴
裔
怪
^
る
記
，述
か
行
つ
.

.て

.f

 
_

)

。

彼
の
液
本
思
想
は
欲
惝
の
娃
認
で
わ
る
。
：
欲
愤
は
そ
れ
：自
體
_不
善
に
非 

ず
し
乂
解
放
乜
ら
る
べ
さ
も
ひ
で
ぁ
*

0
彼
は
人
問
の
欲
惝
か
感
能
欲 

(

視
―

、觸)

愛
情
欲
ハ
引
心
力
，
友
It
、
變
雙
、家
族
^
、功
名 

心X

分
酣
欲(

競
爭
、現
替
•
合
成〕

0
3:
種
十
|
1に
分
っ
。
而
し
て
彼 

は
こ
の
屮
ニ
の
欲
惝
が
党
金
に
相
調
和
す
る
仳
界
.
求
む
る
の
で
め 

る
。
 

"，

:
'、
 

\

彼
は
现
代
か
批
評
し
て
個
人
ム
全
體
；̂
の
利
害
が
_
容
.る
、
こ
i
な
き 

fl.
«痛
の
辟
代
.な
り
，

W

し
、
か
の
赞
興
は
沏
！_
1豐
：
富

ょ

り
/|
-
:す
る
过
、
|^'
 ̂

で
わ
^

1?
云
ふ
て
估
石
。
と
の
併
界Li

ぁ《

て
は
、
勞
働
は̂
葙
役
で
ぁ 

り
、
然
も
社
會
金
人
口
の
三
分
の
二
が
占
む
る
不
生
逄
的
哿
生
祗
IC
-1 

る
生
産
カ
の
徙
赀
ゆ
僅
か
な
らf

社
會
の
.
M
攒
ん
% 

T

o彼
は
、
、れ
等 

-寄

生

,#
中
に
.都
#
の
女
吁
の
四
分
の
三
、
田
舍
の
女
子
の
平
、
都
市
の
‘小 

兒
の
^
分
の
三
、僕
婢
の
四
分
の
三
、
_
輸
夂
®
業
潘
の
三
分
の
こ
、
軍

第

十

八

港

(

'A
七
九〕

雜： .
:

錄

G
u
i

お
の「

新
し
き
村j

人
丨
收
视
災' 

商

<
、手
.パ
り
飧
~
こ
¥
^.
鏃

l
.
r爭1

W
舭
豕
；
 

紳
士 (

其
從
8

囚
人
、
博
徒
’
診
欺
師
.姐
婦
、乞
食
、
破
卢
漢
等
が
含
め 

て
.屈
る
。
今
'
:

n

4-
鹿
的
-

W.

認
め
ら
れ
て
思
ろH
業
労
働
右
も
な
ほ
、
其 

生
庵
物
,
»組

恶

な

る

が

故

レ

半

は

不

生

^

^

た

V、

考

へ
ふ
れ
て
f

 

o 

..F
o
u
r
i
e
r

は
如
斯
舍
啤
代
4 >
去
つV

完
全
に
調
和
の
行
は
る
、

ti
t
界
か 

そ
の

pili

ぎ
QT
Q
eと
稱
す
る
典
同
闽
g
l:
求
む
る
の
で
め
る
。(

猶
ぼ 

評
し
く
|1
彼
の
^
1
1
€
0を des 

quatre 

s
s
v
e
m
e
n
t
,

 

I
S
0
3
;
H
h
e
o
r
i
e

 

de 

r
u-E
t
e uaiverselie/1838 

典
他
參
看'

創
始
^
の
幻
摩
に
終
っ
た
フ
リ
^
ユ
主
»
者
の
所
謂 

フ
ァ
ラ
ン
ジ
ュ
は
、
理
論
的
に
且
つ
數
學
鄉
に
多
す
f
 

も
せ
ず
”
ま
た
少
な
く
も
な
く
針
算
せ
ら
办
介
る
信
徒 

に
ょ
つ
て
結
ば
れ
、

F
o
u
r
i
e
r

は
：之
の
數
.を
四
百
像
族 

千
六
s'
人V」

定
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
共
同
幽
體
は
禮
に
共
同
够
作
場
た
る
の
み
な
^
 

ず
、
共
同
消
費
揚
で
あ
る
> 
而
し
て：

其
の
典
同
生
活
.の 

中

心

e
し

で

Phalailstdre 

.皮
稱
す
' る
大
営
殿
故
3®
'

物
を
有
す
る
。
彼
等
は
そ
0
内
狒
に
於
"て
ー
定
の
|0
#
 

の
下
k
■そ
の
消
費
す
る
*
ら
ゆ
る
も
の
■を
往
產
し
1
出 

來

得

る

限

れ

を

.

1
す
る
。
.っ
然
し
て
猶
媧
不
足
^.

第
*

1

ハ
號 

一I

at



第4-

八

卷

(

八
八
9

雜

錄

o

f
の「

新
し
含
村1 

•馆
-鱗

一

一
六

る
場
合
は
他
の
フ
ア
ラ
ン
ジ
ユ
ど
交
易
す
る
o 

Iの
共 

同
聲
活
..の主
'張
の
重
大
な
る
理
*
の

1
は
大
规
模
消
費
.

の
經
濟
的
な
る
と
乙
れ
で
あ
る
。
各
フ

ア
ラ
ンV

ン
：

1

•は 

usrque 

.に
統
卒
せ
ら
，れ
、
‘三
若
く
は
四
の
フ
ア
ラ
ン 

ジ

4
はDuarque

の
下
に
管
理
せ
ら
れ
，
更
に
十i1

を

| 

合

し

てTn.arque.

の

下

に

置

き

'

順

次

に

Tetrarque, 

Pentanque, Exarq

cie 

t

M

T、
-s
m
i:
、
o
m
n
i
a
r
q
u
e

へ.
.
\ 

: 

.
パ

'

t

の
統
帥
を
受
け
る

.こ
ど
に
な
つ
て
居
る
。

 
j  

.
各
フ
ァ
ラ
ン
ジ
ュ
は
一
種
の
株
式
會
社
を
形
造
る

.

一
 

私
有
财
產
は
株
式
の
所
有
に
改
め
ら
れ
賃
銀
は
配
赏
に 

_

る

乙

、
に
於
て
は
，
人
は
十
八
；才
ょ
り
ニ
十
八
才 

迄
の
間
に
於
て
其
の
餘
®

閑
暇
の
ぅ
ち
に
送
り
得
る 

だ
け
の
も
の
を
生
產
し
得
る

^
;考

へ̂
ら
れ
た
。
生

產

额j  

の
.
.
.

TN

ち
"
そ

.の
®E

：

の
^
活
最
低
度
を
保
障
し
た
後
の 

m

s

,

勞
侧
に
對
し

-て
十r

l

分
の
五
、
資
本
に
對
し 

て
十
二
分
の
四
、
才
能
に
對
じ
て
十
二
分
の
三
の
割
合 

で
配
當
せ
ら
れ
る
。(

六)

'

二
ハ〕

フ
ァ
ヲ
ン
ジ
ユ
に
於
け
る
勞
働
は
苦
痛
に
非
す
し
^
快
樂
で
あ 

ゐ
、故
に
彼
等
は
懶
惰
i:
陷
を
、と
が
な
い
ぐFourier

lt:

#:
へ
た
onu
'

ち
フ
ア
ラ
ン
^

a.
に
，於V

は
質
銀
に
爾
つ
て
勞
働
せ
す
、1

淀
の
能
^

ぐj

嗜
好
ミLL

從

つ

ケ

勞

働

し

、

然

も

仕

，都

；
は

 

一
n
約
八
间
癍
E

t£
、b
れ 

隨
時
に
任
意
に
結
合
tf
共
I;
之
を
籽
ひ
、
然
t
搜
圃
及
ぴ
仕 

.祺
揚
は
势
麗
_に
し
て
2
4
つ
淸
潔
で
.ゎ
る
か
-ら

で

わ

る

。

，
小

鼓

敎

授

「

社

： 

畲
組
織
の
經
濟
理
論
的
批
|>
.レ
，
一

九

七

、
ニ

ニ

四

賀

參

)[
(
!

)

。
：

::

乍
然
、
Q
o
d
i
n
は
決
し
て
こ
.の

フ

タH 

H

主
義
の
!® 

襲
を
以
つ
て
足
れ
b
ど
す
る
も
.の
.で
は
な
.か
つ
^
。
彼 

は
鐡H

で
あ
つ
て
l
n-
CL
u
s
t
r
k
を
忽
緖
に
す
る
が
如
き
. 

と
は
し
な
か
つ
た
。
そ
之
で
彼
に
於
い
て
是
れ
は1

の 

•X
場
S
し
て
の
形
を
採
り
：

こ
れ
に
空
想
的
フ
ア
ラ
ン 

ス
ー
ブ
ィ
ル
の
精
神
が
適
用
せ
ち
れ
た
の
で
あ
るO

彼
は 

，何
等
の
情
愛
な
く
寧
ろ
相
互
に
相
知
る
ご
こ
ろ
な
ぐ
、

時
に
.は
相
if
む
i
さ
へ
あ
る
歷
主
^
勞
働
者
が
事
を
共 

に
し
て
居
る
，じ
い
ふ
や
ぅ
な
：現
代
型
の
エ
揚
の
a
に
あ 

.つ
て
、
共
同
的
勞
働
i
家
族
的
：#
圍
氣
を
釀
す
共
同
的 

生
活
の
行
は
る
べ
き
小
3
き
町
の
婕
設
を
希
つ
た
の
で

' 

あ
る
。

而
し
て
玆
に
彼
の
フ
ア
ミ
リ
ス
タ
イ
ル
が
現
は

れ
た
の
で
あ
る
：
o 

:

.

フ
ァ
ミ
リ
ス
テ
パ
,
は
、
十
丑
へ
ク
タ
I

ル
の
廣
袤 

を
翁
す
る
大
園
II
M
及
び
廣
庭(

u
n
e

 

vaste 

c
o
u
r

 et 

u
n

 

grand' P
a
r
c
)

の
中
央
に
位
す
る
巨
大
な
る
一
個
の
建 

築
物
で
ぁ
る
。(

或
は
寧
^
ご
一
個
ビ
.云
ふ
べ
き
か
も
知 

れ
ぬ
が
'
:然
し
前
庭
を
隔
で
：

|

定
距
離
を
有
し
て
建
て 

ら
れ
た
他
のI

一
 
個
の
建
物
は
第
一
の
も

0
に
對
し
て
本 

原
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い〕

*-
而
し
て
こ
れ 

等
に
は
全
然
分
離
せ
ら
れ
た
ぇ
仕
事
場
、;
學
校
、
劇
場 

等
が
附
屬
し
て
ゐ
る
。「

御
殿」

ハ
；
^
 

i 

Palais

ごj

は 

二
室
乃
至
三
.室
を
布
す
る
多
數
0-
,

蹄̂
に
分
れ
、
，
己
の 

三
楝
の
建
物
に
はFourier ,

に
依
つ
て
暗
：示
せ
ら
れ
れ 

V」

等
しS

 

'千
六
6'
人
の
人
，々

が
抱
擁
せ
ら
れ
x
rr
る
の 

，で
あ
る
？
各
人
は
一
輝
の
：中
1

ル
の
如
く
造
ら
れ
た
、

に
依
つ
て
行
は
れ
る
o
’ ' 

.

疑
も
な
くGocfm

は
フ
ア
ラ
ン
メ
タ
ィ
ル
に
從
つ
て 

こ
の
フ
ァ
、、、
リ
ス
一
ブ
ィ
ル
に
も
V

菅
に
共
同
勞
作
の
み 

;

な
ち
ず
、
，
典
同
食
卓
に
ょ
る
典
同
生
活
を
實
現
し
や
う 

I
:

マJ
Mつ
た
で
あ
ら
う
。
し
か
し
ま
た
疑
も
な
く
ぞ
の
ガ 

法
が
佛
關
西
人
の
著
し
い
個
人
的
性
格
に
逆
ら
う
こ
ビ 

を
も
知
っ
て
房
た
。
各
人
自
身
の
家
！
洵
に
*
词
食
卓 

が
や
が
て
佛
國
勞
働
者
や
そ
0
泰
の
嗜
好
ど
な
る
の
日 

が
め
ら
う
^
も
知
れ
ぬ
。
し
か
し
I
は
ま
た
同
時
に
樂 

\ 

.園
を
し
て
地
獄
た
ら
し
め
る
？
-ぞ
が
あ
b
得
る
。
.各
家 

|

族
を
し
て
各
家
庭
を
作
ら
し
め
ら
、
、

一
方
日
用
品 

の
販
賣
を
行
上
消
費
組
合
、
裁
縫
、
洗
濯
、
掃
除
の
奉 

j

仕
'
學
梭
' 
體
.育
俱
樂
部
ス
今
日
で
は
抓
に
取
立
て
、

云
ふ
ベ
&
こ
々」

で
も
^
い
が
、
當
時
に
め
つ
て
、
勞
働 

硝
子
張
り
の
室
に
集
ふ
_。
，
そ
し
て
相
互
の
行
き
、
は
內
ン
者
に
體
肯
的
機
會
を
與
ふ
な
も
沄
ふ
が
如
き
は
？
甚
だ 

部
の
廊
下
或
は
露
臺
に
依
ら
ず
、
：
常

に

前

記

廣

間

に

通

先

®
的
な
考
へ
で
ぁ
つ
た
.さ
稱
す
べ
き
で
ぁ
る)

其
他 

中
る
通
路
、

又
は
四
隅
に
設
備
さ
れ
た
四
個
の
大
階
段
の
共
存
的
、：
.典
濟
的
紐
合
の
形
成
に
ょ
つ
て
喜
ん
で1 

:

笫
十
八
饴
’(

八
八
一)

雜

：
錄
*

o

fの「

新
，し
き
村j 

第

六

歡

ニ

也



第

十

八

猞

C

ベ
八
5

.

雜 

'錄

G

f
の「

新
し
き
村j 

第

六

號

.ニ

：ん

定
の
集
合
的

奉
仕
に
秘
か
し
め
る
や
ぅ
に
試
み
た
.の
で 

ぁ
る
。
 

、

Q
d
e

は
乙
の
フ
ア
ミ
リ
ス
テ
ィ
ル
が
、
訪
ふ
人
に
甚 

た
魅
*

的
な
^

象
を
與
へ
る
こ
^J

を
語
つ
て
居
.る
.
.
9
. 

S

こ
の「

新
し
き
村」
は
英
、
和
、
米
諸
國
の
大
工
場
に 

於
て
ま 
> 

見
受
け
ら
n

る

田

園#'
市

の

試

み

ぞ

は

自

ら
 

.
を
の
色
彩
を
異
に
し
て
居
る
。
.
啻
に
審
美
的
見
地
よ
り 

ば
か
b

で
な
く
、衛
生
的
見
地
よ
&
す
る
も
、
.設
備
の
幾 

多
の
黏
に
於
い
て
批
判
す
ベ
'
§

も
の
が
め
る
。
' 就
中
硝 

子
張
,

の
廣
間
を
通
じ
て
充
分
採
光
せ
ら
れ
た
る
_

の
如
き
、
そ
の
尤
な
る
ぎ
の
で
あ
る
，
乍
然
こ

.の
-建
物 

が
初
め
て
雞
設
せ
ら
れ
た
當
時(

1
_八
六
〇
|

一
 

八
八 

,〇)
-

に
.は
ま
だ
衛
ヰ
的

^
設
備
は
な
か
つ
た
。
な
ほ

* 

經
濟
的
見
地
よ
と

て

，
こ
れ
ら
蜍
窩
の
家
賃
が

11

踩 

法
の
小
額
に
過
ぎ
ぬ

.
'ど
は
注
意
に
值
す
る
：。(

セ)

公
平 

な
る
剑
斷
者
た
る

.べ
き
こ
の
フ
ァ
.ミ
リ
ス
，ブ
ィ
ル
の
酈 

員
達
^
名
く
が
、
大
戰
當
時
荒
廢
せ
し
め
ら
れ
た
條
窝

に
再
歸
を
望
.ん
：

P

集
づ
た
ど
い
ふ
乙w

は
如
上
を
瞪
す

る
も
の
で
あ
る
S
沄
は
れ
C
ゐ
る
。

(

七〕

こ
の
家
貨
の
低
頟
’な
る
こ
と
は
*
姐
物
の
述
設
に
區
期
か
t
し 

少
額
づ
-V
の
歎
用
|:
ょ
つ
て
述
^
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
今
や
'そ
办 

一
部
の
改
築
^
必
恶
W

-C
C
ら
る
、
|:
就
い
，
て

は

、

，

從
つ
て
必
耍W

す
る 

.

家
貨
の
改
|1
£
決
定
に
關
し
て
盛
'に
論
議
ゼ
ら
れ
て
思
心
。(

六
，f
四
：<

s
n
o 

. 

:

HI 

,

フ
ァ
ミ
ジ
ス
タ
'ィ
ル
の
制
度
は
芄
十
年
間
の
試
み
の 

給
果
て
あ
る
^
八)

G
o
d
i
n

は
之
に
依
つ
て
、M

の
フ
ア 

5

ス
テ
ィ
ル
を
し
て
各
人
が
全
體
の
宰
福
の
爲
.め
に 

勞
働
す
る
家
庭
的
勞
作
摄(•ruche 

〗abon*eus‘e
)
'

た
ら 

し
め
、
且

つ「

蜂

窩(
s
c
h
e
)
：

に
對
し
て
善
か
ら
ぬ

 ̂

乙
ろ
は 

一
ff
i
の
，蜂
に
も
惡
.：い」

ど
い
ふ
希
臘
賢
人
の
«
 

葉
を
實
際
k
示
さ
ぅ
.ど
し
た
の
で
あ
る
。

(

八〕
G
o
d
&

及
び
そ
のf

派
の
褂
槳
に
就
い
て
は
p
i
ゴ§

3
eaux, 

Les 

spfsrimentations sociale 

d
》A. 

Gcdir, 

I9IO. 

-
 > 
^

r

i《

o 

(

六
十
四
蒐
、原
註
ニ)

乍
然
、
こ
れ
ら
の
試
み
は
多
く
半
敗
し
れ
。
就
中
各

A
AV
1
定
の
職
業
^

稱

ず

ベ

•&
も
の
を
有
す
る
f

 

な
く
、
杂
く
各
人
の
好
み
に
.從
っ
て
同
感
的
勞
作
組
，
 

(groupes s
y
m
p
a
t
M
q
c
e
s
)

に
參
加
し
て
勞
働
し
、

一
定 

作
業
時
間
の
後
は
之
を
解
體
す
る
ど
い
ふ
7-
リ
ヱ
f
流 

の
勞
働
紐
織
は
美
事
失
敗
し
た
卜
勞
働
澈
に
如
斯
の
见 

想
を
现
解
せ
し
め
る
の
は
到
底
阁
_

で
ぁ
b
、
從
つ
て 

そ
の
實
現
は
本
可
能
で
^
つ
た
。
E
に
ま
た
各
仕
事
場 

.に
於
け
石
勞
餘
者
各
人
の
地
位
^

び
報
酬
の
決
定
を
勞j 
. 

働
激
自
身
の
；投
數
に
依
ら
し
む
る
場
&
に
、
フ
リH 

H 

’

派
の 

 ̂ル c
h
a
o
u
n

 

seron 

ses 

capacit

^'
 ̂c

h
a
q
u
e

 

\

.

'
:

:

•
•:\ 

capatit6 

seron 

s
e
s

s'u
v
r
e
s
^

ビ

い
ふ
肢
則
の
實
現
を 

\

離4

 

’て
蚤
然
失
敗
に
終
っ
た
,0
驚
ぐ
ば
か
り
の
忍
從
を

以
っ
て
、G

o
d
i
n

が
»
行
に
勉
轧
化
に
か
不
拘
、
挽

票

1

は
屢

I織
故
關
係
を
以
つ
て
行
は
れ
、或
は
自
薦
を
見
る

f 
一
 K

ふ
有
樣
で
ぁ
o
fe
c
rs
y

j
つ
勞
働
者
を
し
ナ
、
ぞ

の
作
業
に
施
さ
る
ベ
タ
改
良
事
羽
を
詮
索
或
は
知
悉
せ

し
め
、
そ
の
好
ま
し
ぐ
し
て
且
つ
適
用
せ
ら
れ
た
る
場

锻
十
八
私

c
A
A
n
c
雜

敗

Guise

の「

新
し
き
村」

合
.に
は
賞
金
を
與
ふ
る
制
度
は
好
結
果
を
齎
ら
し
た
。
 

現
今
合
衆
國
に
そ
の
例
を
見
るS

u
g
g
e
s
t
i
o
n
s

の
制
度 

はこれである。

乍
然
、
获
に
特
筆
す
ベ
き
はG

o
d
^

に
依
つ
て
利
益 

分
配
の
龇
度
が
こ
の
事
業
に
創
め
ら
れ
> 
遂
に
兆
同
纸 

產 

P
合

(
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

r
oo1
で 6fative 

<
30>
O
M
O
^
C
O
^
O
P 

 ̂
self-workshop.)

に
侬
る
株
持
ち
勞
働
者
制
度
r
i
i
c
rr
.
-
a
n
丨 

nariat 

ouvrier; 

c
o

TJartnarship.
)

に

ま

で

進

赞

し 

て
行
つ
た
ど
い
ふ
こV

J

で
あ
る
◊
實
を
ーg

ベ
,

0。
0,
3- 

が
メ
ア
、、、
ソ
ス
ク
ィ
ル
を
释
め
た
以
前
に
は
、

こ
s

«
 

な
制
度
の
存
在
が
な&

つ
た
^
で
あ
な
か
ら
"
衡
は
'く 

れ
を
新
に
發
明
し
代
皮
ぃ
ふ
に
過
ぎ
ず
"
制
度
は
そ
の 

後
の
發
展
卩
俟
つ
た
の
で
あ
る
が
"
こ
の
制
度
を
掘
用 

す
る
乙
^
の
效
粜
の
'*
實
際
方
面
ょ
り
云
ふ
\

理
論 

上
ょ
り
見
る
も
甚
だ
少
■か
ら
ざ
る|

事

矽

そ

の

腐
«:
;

達
 

に
知
ら
し
め
、
こ
れ
に
依
つ
.て
彼
等
0,
紘
來
^
;
既
か
ら 

し
め
て
そ
の
鄯
業
を
自
己
の
：死
後
に
の
己
し
#.
-
抝
§
ぞ

策
六
，職

ニ

外



第
十
八
怨

「

八八四

)

雜

錄

o
H.
s
eの「

新
し
き
村
--

ぁ
‘る
。

勞
作

©
005111 £

)

R

働
く
千
五
'^
人

か

ら1
:

千
人
の 

勞
働
者
は
、

阅
つ
の
敎
派
的
跖
分」

.分
た
れ
て
思
る
。

猶

1

は

A
s
s
o
c
k
s
t

稱
す
る
株
生
で
あ
，る
。
も
つ
ど 

简
m

に
云
へ
ば(

芷
確
で
は
な
い
がy

企
業
の
支
配
に 

參
加
す
る
組
合
の
共
同
經
營
者
の
一
で
あ
る
。

第
二
は
：利
益
分
配
形
態
に
從
つ
てs

o
d
a
a
d
e
s

或
は 

participants

ビ
稱
ゼ
ら
る
N

.'
圆
で
'
前
者
は
フ
ァ
ミ 

リ
ス
>
ィ
ル
の
內
に
居
住
し
、
：：後
者
は
外
來
者
で
あ
る 

相
違
に
過
ぎ
ぬ
。

.第
二1

は

Acxilia

一

r
e
s

ど
稱
す
る
も
の
で
，
P
な
る

臨 

脉
.爝
の
勞
働
渚
で
.あ
冷
。
^
^

 ̂

m
:四
の
：，

I
r
e
s

あs 

:は
，n
村」

以
外
に
居
伍
す
る
株
主

で
、
本
來
は
勞
働
者
で
な
ぃ
？
：殆

ん
r

G
a
i
n

の
後
裔

で
あ
る
。

：
.

：

:
:

':
:

':

を
乙
で
規
則
は
至
極
笳
舉
で
あ
.る
。
何
人
も
傍
系
者 

Auxiiiare 

€
レ

て
ぼ
,

K
入
b

、
興
味
を
覺
ゆ
る
に

0

0

 

1ニ
0

到
れ
ばparticipant

ド
”な
り
、
現
®
に
フ
ァ
ミ
ソ

ス
タ 

1
ル
の
居
住
者
ド
"な
る

に
及
ん
で
はs

o
d

n)>ta{re 

€
f
f 

b
、
最
後
に
持
株
に
對
す
る
配
當
の
自
働
的
輸
化
に 

依

つ

てi
o
d
e

た
る
の
資
格
を
得
る
に
至
る
の
$
ぁ

| 

る
^
八)

.-

| 

(

A
.

〕

o
.

oije, 

D
e
s

 

institutions, 

S
20

. 

p. 

C7 .

如
何
に
し
て
彼
等
け
利
益
分
配
を
統
制
す
る
か
。
先 

づ
總
刹
潤
か
ら
諸
經
费C

敎
育

©
を
含
ひ)

利
子
及
び
資 

I

本
*

^
金
、

'
賃
銀
を

G
き
去
る
。

< :
れ
が

«
利
? 1
ご
.な 

I
.

る
。
こ
の
純
利
潤
は
フ
タ
ユ

H

の
原
則
に
從
つ
て
資

_

1 1
p

l l
:

i l

:

一
':
者
に
：配

分

-
盡
す
の
で
め
る
ノ
而
し
て
そ
の
配
分
方
法 

:
は
、
九
^
即
1
純
利
酒
の
一
部
を
賃
銀
^
比
例
し
、
他
を 

資
本
に
對
す
る
利
乎
の
高
に
比
例
し
て
分
配
す
る

€
い 

ふ
任
方
で
ぁ
る
ル
こ
れ
はo

i
d
e

を
し
て
云
は
し
む 

れ
ば)

G
o
d
w
i
n

の
最
も
革
命
的
な
改
革
で
あ
る
。
ハ
 

ー
0)

へ.九)

期
く
の
如
さ
制
度
に
於
け
，る
分
細
方
法
と
し
て
、
齊
她
鹖
げ
ら 

る
ゝ
L
の
.
U

Hあ
る
。
第
一
は
.刺
制
>
勢
资
^
分
に
分
っ
も
の
-
ニ
は 

、「

れ
4*
、
资
本
額
及
び
货
錤
額
(:
應
じ
て
分
つ
^

^
、
三
は
フ
ァ
ミ
.
V 

ス
テ
ー
.V
に
^
け
る
特
興
の
ガ
法
、「

即
^
资
本
に
對
す
ろ
利
子
及
ぴ
、
 

货
銀
額
|1
比
叫
し
，て
之
か
分
-0
-
の̂
即
ち
、
；れ
で
あ
る
0
凡
そ
刺
潤

 ̂

#
资
兩
和
.1:
1

す̂
る

|:
^
つ
，で
そ
の
剖
介
か
科
^
吣
に
決
洚
乜
し
0

一
 

べ
攻
理
論
的
檄
增
II
、
不
幸
に
し
v
fr
f
摩
の
未
だ
?
八
に
教
え
ぬ
處 

T
ゎ
る
o 

i

H

l

e

n

は
.
九̂

^
組
0 .
屮
葉
こ
の
叫
題
の
败
學
的
解
一 

決
に
努
カ
し
た
が
、
彼
に
從
へ
ば
ー
正
常
な
ス
貨
銀
|1
60
8

<
^
r 

| 

^

|!
降
5«
蹲

'
?辟
瞅
_

0
逾
¥

|:
依
っ
て
表
は
さ
(1
-
た
、
於
働
#

j 

の
生
活
赀
及
ぴ
そ
の
勞
柳
成
架
れ
ろ
I

物
り
倩
値
.
.ih
例
中
數
2

 

ろ
。
然
し
、>
れ
に
侬
つ
ズ
も
彼
の
所
謂
正
常
な
5
貨
艰
ば
決
し
. 

'啓

思| 

1:
求
め
ら
れ
は
し
な
い
0聪
1:
そ
れ
が
出
來
て
t
、柄
澗
分
酏
r
際
し
て| 

勢
资
の
八
ハ
前 
'か
決
定
す
る
に
は
51
リ
ま
れ
岡
雛
に
澉
U
ね
IX
f

ぬ
，。

乍
^
、」

今
姑
レ
く
前
記
三
糚
の
方
|法
に
，1
:瞥
^
與
ふ
れ
ば
笫
1
の
，方
法」

 

It
.- 

B
l
u
n
N
y

 

炎
坑
t
社(

M
o
n
v
c
e
a
u
-

一
 e

s
-
M
i
n
e
v
s
a

c>
ロ e.et-Loireo 

一U 

行
は
れ
て
思
ろ
1
の
で
あ
つ
て
、，.株
主
：!:
-
,對
マ
る
さ
同
じ
く
、
勞
慟
有 

1
1

も
颅
常
か
行
ふ
の
で
ゎ
i
 

S

の
ガ
法
,:
於
い
て
|1
、
假
令
ば
二 

j 

It
萬
法
の
資
本
金
か
布
し
，
冇
篾
法
の
赁
銀
女
拂
み
爲
す
會
社
が
せ
十 

.茁
法
か
利
益
し
たw

す
れ
ば
、:
ニ
十
萬
法
か
资
木
!:
、
十
萬
法
^
勞
働 

洛
に
舰
分
す
S
し
い
ふ
や
^
.方
で
あ
ろ
。
第
.一
一
の
も
の
に
就
い
て
は
次

.
if
l
iか
-見
又 
o-(Gi'je,

'
D
,
s
l 

5: 
ニ
.

t.t-on=,:pp‘.'43-45.)

2
〇
> 

<
^
&
0

け
次
0
如
く
考
へ
'た
の
で
あ
る
。
企
業
經
镂
の
爲
1;

第
十
八
#

ハ
八
八
6

:

:雑

錄

G
u
i
s
e

の「

新
し
合
S

借
人
れ
|:
る
資
木
|:
對
し
て
支
拂
ふ〜
と
ゐ
の
も
の
11
利
子
で
あ
ゐ
0
. 

同
樣
！1

今

i

つ
の
共
業
要
素
勞
働
の
借
人
れ
に
支
拂
II
る

、
ミ
.こ
ろ
は 

即
ち
賃
銀
で
あ
る
。
言
集
ん
換
へ
て
云
へ
ば
、
こ
れ
ら
の
共
業
肷
繚
は 

北
ハ
に
利
子
及
び
貨
娥
I:
侬
つ
て
测
ら
れ
る
2
云
ふ
こ
ミ
が
出
來
や
ぅ
。 

即
ち
利
子
は
资
本
I:
對
す
る
貨
鈒
で
あ
6

o
斯
く
の
如
し
て
彼
は
フ
ア 

ミ
S
ス
テ
ィ
IV
の

利
调
分
酣
!:
際
し
て
は
、
之
^
資
本
！
：對
マ
る
利
子 

及
び
货
銀
I:
比
例
し
て
刚
分
す
る
り
ホ
法
化
採
る

*U
到
つ
れ
の
で
あ 

る
。
：こ
の
舰
分
方
法
り
結
梁
が
努
働
#
侧
|:
布
利
な
る
こ

と
It
.明
.か
で
. 

わ
る
。
今
こ
、
！！
、

1、

八
八
〇——

1

九

1

三
の11

十
3
牟
間
.卜
フ
ア 

ミ
V
ス
デ
ィV

I
I

於
い
て
行
は
れ

f:
る
利
腦
分
酣
総
額
^
1ポ
マ
と
、

蹲 

擒
.

.. 

goimillions fr.

適
s
r.
踺 t 6

圉踌

：
：
：
•
-
:
• 

13 

、ヽ

、、

連

f

-

-

-

--

-s,3 

"

、ヽ

.域

.兴 一
:

蹿 

T
CN
I
E蛉
：
：

-
？
7 
,

、、

"10570~
~

1 

^
1

で
即
ち
徳
五
ざ
璃
法
の
總
利
測
の
中
"九
千
六
>
塊

法

が

勞

働
|:
、
九

百
憨
法
が
.資
本
1:
削
分
乜
ら
れ
た
の
で
、
前
港
に
九
！ん
後
#
|;
八
/=

■ - . 

~ 

一
 

の
割
合
で
あ
ろ
。

(Gide, 

I
b
a.
, 

p. 

45; 

PP. 

5
T
6
S
.
)

さ
て

#

ら
ば
、
分
配
に
參
加
す
る
資
本
ど
は
何
ん
で 

あ
る
が
。
持
株

^
轉
化
し
た
利
潤

0

1

部
於
ら
生
じ
て 

來
れ
も
の
で
あ
る
。
故
に
乙
の
場
合

"i
nt6ress6

に
® 

し
て
分
た
れ
れ
資
本
の
最
少
部
分
を
除
く
の
外
は
、
勞 

‘ 

笫

六

磷

二

ニ



铕
十
八
怨(

八
八
六)

雜

錄

G
u
i
s
e

の「

新
し
合

働
の
直
.換
所
產
で
あ
る
。

勞
働
に
對
す
る
分
配
に
際
し
て
は
前
述
の
敎
派
的
區 

分
に
從
つ
て
之
を
行
ふ
o

>
u
x
u

H :
r
e
sに
對
し
て
は
分 

配
ば
無
い
。p

a
a

s
i

p
s

t
s

に
對
し
て
は 

一

マ

ぶ
 

•

に
は

i

2
、as

s
e

s
s

一一 
の
割
合
で
分
配
せ
ら
れ
る
の
で 

あ
る
が
、a

s
s

o
c

i
6

s

に
對
し
て
は
尙
ほ
を
の

持
株
に
對 

し
て

A
配
當
が
行
は
れ
る
。
栺
揮
勞
働
に
對
し
て
は
總
，
 

收
益
の
中
か
ら
天
引
に
一1

十
二

パ—

セ
ゾ
ト

の
比
較
的 

多
ぐ
の
配
分
が
行
は
れ
る

Q 

0

10
0
が
文
配
人
、
18
10
0 

，が
管g

委
肖
會
の
婺
員
達
に)

。」

；
：
:

■

勞
磡
者
に
分
配
す
る
利
潤
は
；
«
幣
を
以
つ
て
せ
す
、
 

(

ニ

〕

企
業
利
澗
分
配
の
名
を
以
っ
‘て

；
種
3
株
式
に 

侬
つ
て
分
配
せ
ら
れ
る
。
斯
く
の
如
く
し
r
v:
勞
働
者 

刊
益
9-
£
組

伶

(
L
e
s

 

a.ssod6t

n>-.s 

i

 

participation 6
U
-

v
r
i
e
r
e
v

に
關
す
る
一
九
一
七
年
の
法
律
‘ ( 

j 

ニ)

が
、
四 

十
年
以
上
の
歲
月
を
費
し
>7
,後
、
は
じ
め
て
贏
ち
#

た 

勞

働

株

券(
a
c
t
a
n

 

d
e

 

t
r
a
v
a
i
l)

制
度
の
創
始
者
だ
る

P
J

 

第六
號ご
三
 

の
名
眷
は
、
之
れ
を

^
。
爭

に

歸

せ

し

め

て

も

ょ

い

/ ̂

に
な
る
。
の
み
な
ら
ず

®
は
，
そ
の
當
初
に
於
い
て

* 

だ
而
倒
ら
し
く
見
ぇ
た
問
題
の
美
事
な
解
決
に
成
功
し 

j  

.た
。
即
ち
彼
は「

株
し
の
數
を
無
制
限
に
增
す
こ
匕
な
し 

|

に
現
在
の
勞

働

者

を

し

て

刹

■
^

殳
配
者
た
ら
し
む
る 

|

の
方
法
を
考
へ
た"

蓋

し

、

企
業.は
無
制
限
に
資
本

&
. 

\

增
大
せ
し
む
る

J

は
出
來
ぬ

：。

消

费

組

合

の

場

合

は

顧 

一
客

.即
ち
利
益
分
配
者
な
る
が
故

.に

顧

客

を

.增
す
こ 

i

は
、
同
時
に
株
主
を
增
す
こ

€
^
な

る(

そ
こ
で
佛
國 

|

の
法
律
は
こ
の
種
の
ふ
の
を

"「

不
定
額
資
本
會
社」

丨 

一
 

sodet6  

capital  

valiabie  
I

 

ビ
稱
す
る〕

&>
、
也
の

一
企
業
に
於
い
て
は
、
資
冬
は
取
引
の
數
に
ょ
つ
て
制
限 

せ
ら
れ
、
こ
れ
に
伴
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
フ
ア
ミ
リ
ス
テ 

:

ィ
ル
に
於
い
て
も
亦
同
じ
、
曾
つ
て
四
億
六
千
法
で
あ 

つ
た
資
本
が
今
日
ゃ
ぅ
ゃ
く
五
億
法
に
及
ん
だ
一
方
、 

こ 

>四
十
钜
間
の
勞
働
者
の
.增
加
を
以
つ
て
し
て
、
如 

何
樣
に
し
て
こ
れ
等
を
凡
て「

株
持
ち」

た
ら
し
む
で
あ

フ
か
。
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一)

務
肫
行
は
れ
る
利
偶
タ
酏
の
方
法
に
三
ぁ
る
。
現
金
^
以
つ 

て
行
ふ
も
の
*
裳
の
讲
俯
の
下
：に
拂
'

5
行
：
ふ
欲
立
命
制
度 

I:
於
い
'(
.最
も
ー
般
|:
行
は
る)

及
び
所
謂
6
1
£
£0-
1
1之
で
ぁ
る
0 

而
し
て
^
後
の
む
の
は
、
や
が
ズ
か
の
桃
持
ち
努
働
^
制
^

か
生
ぜ
し 

む
る
も
.の
で
^
る
。
ハ
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e
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i
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s
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m

r.
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o
'
p
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pp. 47-4

00
し
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千
九
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2

十
*

f

年
四
月
ニ
十
六
R

の
法
禅
で
ぁ
<
-
0同
法
は
、 

企
業
を
削
む
^
顧
-

H-;

或
は
资
本
家
|:
對
し
ズ
そ
の
颀
俯
プ
ス
.勞
働
游
各 

人
|:
资
木
|:
對
す
る
も
の
>」

拙
ん
で
，
且
つ
こ
れ
ミ
同
ー
の
榴
利
4*
有 

ソ
ヤ
る(

.
§
何
な
&
部
分
も
全
賴
如
以
つ
て
聚
：は
さ
る
>
も
の
で
|1
な
い 

が
\
>株
式
4»
賦
つ
こ
^

^
得
る
こ
^
か
规
足
し
れ
。(

p

Gide, 

Le
s
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；
關
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d
0

3
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成
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K
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亦
諝
A
こ
ど
が
出
來
る
;o

0'
-
091
1
1
.
:
.
:

が
^
1:
そ
0
エ
.場
の
所
有
者
で
.* :
ろ
限
り
、

彼
自
身C

資
本
に
對
す
る
株
式
を
取
得
し
て
居
る
の
で 

* .
•
ろ
が

'
、
こ
れ
ょ

G
し
て
彼
は
繼
續
的
に
一
®
の
額
を 

引
，̂
安
つ
：て

を

の

勢

働

者
^
分
配
し
た
。
今
假
ヴ
に
利 

益
分
配
'(participation)

C o
名
の
下
に
勞
働
者
に
分
配

锘

十

八

猞

C
A
A七)

.

雜

綠

oilise

の「

新
し
き
柿」

す
べ
き
十
萬
法
の
金
額
が
め
る
ど
す
る
S
、
彼
は
之
を 

五
西
&
株

ニ

十

ミ
す
る
。
而
し
て
財
產
目
錄
の
中
か 

ら

G
o
d
i
n

の
所
有
十
萬
法
を
控
除
し
、

勞
働
者
の
所 

有
十
^
法
を
增
す
。
乍
併
この小額斜讓ゴ

s'
p
d-
.。
ロ 

一

ル

の

方

法

に

依

る

€
、
八土部
の
讓
渡 

を
終
り
エ
揚
全
體
が
勞
働
者
の
手
に
移
る
に
は
長
時
日 

を
駆
し
要
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
然
る
に
、
千 

A

ff
八
十
八
年G

o
d

b
0

死
に
遭
：ふ
や
Z

の
方
策
の
.遂 

行
に
は
大
縮
減
が
加
へ
ら
れ
た
。
す
な
.は
ち
G

I

が 

.
そ
の
死
に
臨
ん
で
1
1:分

幺

ー
以
上
に
及
ぶ
未
分
邮
曼
本 

の
命
部
を
勞
働
容
に
遺
し
た
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
て
こ 

の
時
か
ら
し
て
フ
ア
ミ
リ
ス
-グ
ィ
ル
は
取
な
るs

o
r
i
e
t
6

 

:
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p
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r
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c
i
p
a
t
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o
n

 

o
u
v
H
e
r

 

か
ら
眞
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s
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a
t

o-h

 

c
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o
p
e
r
a
t
i
v
e

 

d
e

 

p
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 

*
y
j
^

つ
た
の
で
あ
る
* 

然
も
な
ほ
間
題
は
解
決
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
何
ん 

な
ら
ば
、
乙
の
事
業
の
存
續
す
る
限
り
、

こ
の
五
岛 

萬

法

.
資
本
を
以
っ
て
し
て
之
を
盤
む
總
べ
て
の
勞
饊
.
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雜

錄
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Guise

の「

新
し
き
村)  

者
に
株
を
取
得
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
而
し
て
偷
敦
泥 

斯
會
祉
ゃ
ス
チ
！ 

T

ト
ラ
ス
ト
の
例
の
如
き
禁
讓
渡 

株
で
は
、
そ
の>

y

ビ

の
不
可
能
で
あ
ろ

5
は
明
か
で
あ 

る
。
そ
は
幾
何
も
な
く
し
て
そ
れ
等
全
べ
て
の
株
式
は 

分
配
せ
ら
れ 

'
新
入
鈕
合
員
は
何
等
の

»
利

を

有

せ

ず

"

一 

從
つ
て
彼
等
は
遂
にa

s
s

o
c

i
6

s

た
る
こy

j

が

出

來

ぬ| 

で

あ

ら

ぅ

。
如

斯

し

て

I:

方
に
於
い
て
は
古
參
の
組
合 

員
に
與
へ
た
る
株
式
は
、
を
れ
等
の
古
參
鈕
合
員
の
退 

會
死
亡
に
闼

-
^
そ
の
相
緻

*

に
分
歡
し
て
、
フ
ア

ミ

リ

\

ス
タ
ィ
ル
は
そ
の
^
に
勞
働
す
る
^

に
#
ら
ざ
る
也
の」

 

人
々
の
所
有
に
歸
し
、
他
の
資
本
的
企
業
に
此
し
て
何
ヰ 

.等
與
色
な
さ
も
の
^
な
つ
て
了
ふ
。
勞
資
の
間
に
は
嚴 

m
な
る
境
界
を
要
す
る
。
‘す
な
は
t
?全
べ
て
の
勞
«
者

| 

.は
-ac

t
i
o
g
a
i
r
e

た
h
得
べ
き
も
他
の
句
者
も
、
？J
i々 

ひ
能
は
ぬ
、
か
く
て
求
め
得
ら
れ
た
る
方
策
は
、
-株

式

;
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a
c
t
i
o
n
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之
れ
T-
あ
る

鈕
 

合
員
，が
退
會
又
は
死
亡
に
因
つ
て

，
そ
の
員
か
も
！ 
く

場

第

六

雛

1

ニ
四

合
、

組
合
は
そ
の
#

株

を

質

；

6

戾

す

。
而
し
て
，』

の
株 

は
、
そ
の
參
加
が
價
す
る
日
に
於
い
て
、
ど
れ
を
望
び 

も

の
(:
讓
る
。
旣
に
：持
株
を

賣
つ
た
姐
合
員
も
、

そ
の 

賣
却
當
時
の
値
段
で
こ
れ
を
再
び
買

ひ
戾
し

苒

度

フ
ァ 

ミ
ジ
ス
テ
ィ
ル
の
一
員
た
る
の
權
利
を
失
ふ
も
の
で
な 

い
。
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就
中
そ
の

p
p
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 18,21

參
照

)
)

四

.

.一
般
の
信
ず
る
マ

」

こ
ろ
で
は
、
後
繼
者
は
そ
の
創
始 

者
の
組
織
者
ど
し
て
の
能
力
を
欠
く
が
故
に
其
後
を
持 

緻
し
雛
い
。
然
もG

o
d
i
n

死
し
て
三
十
年

、

フ

ァ

'、
、
タ 

ス
タ
ィ
ル
は
大
戰
に
因
つ
て
蒙
つ
た
兵
焚
ど
掠
略
0:
ル 

イ

ン

の

上

.
に
«
興
し
.て
.現
存
す
る
の
で
ぁ
る
。
こ
は
1£

.
し

ぐ

削

始

者
'の
.能
力
以
外
の
特
徴
が
こ
の
組
織
K

存

す

\

デ
カ
ツ
ズ
ム
£

求
す
る
ご
こ
ろ
の
そ
れ
違
、
1

6 

.
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。(
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,
 

P
の
錯
雜
.に
し
て
敎
派
的
橋
？

は
全
然
別
箇
の
も
^

 

M
こ
。
 

あ
る
'a

 

m
p

乍
然
ま
た
若
し
こ
の
雄
業
に
勞
資
協
調
の
秘
訣
が
存(

一
三〕

§
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f
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p
.
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p. 

p
 

f

 

.零

す
る
な
ら
ば
、
幾
多
模
倣
者
の
蛔
遛
ぐ
可
き
こ
ど
は
明「

，

-
-
-
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-
-
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J

の

に

、

實

は

こ

：
の
_

，
、
編

 

ラ

ス

キ

ン

の

勞

働

者

敎

育

.
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i

e

M

.

I

M

l

i

 

け
る 

ア
ミ
リ
ス
テ
.
ィ
ル
の
事
業
を
、
今
や
普
く
世
界
に
そ
の
.

街
を
の
こ
し
た
る
か
のR

o
c
h
i
d
a
l
e

の

？
0*
5.
?

の
そ 

興

井

復

太

.郞 

れ
S

比
較
す
る
な
れ
ば
、
兩
渚
の
間
の
差
異
^

了
®

す
、| 

, 

一

る
？

が
出
來
f

フ
。(

i

l

:
 

' 

|

八

屋

年

ダ
,

二
ス
の
石」

完
結
後
一
フ
ス
キ
ン
の 

:■
'

最
阜
多
く
を
語
る
を
要
せ
ぬ
。
た
Y

か
の
歐
洲
大
戰
ー
生
活
は
社
會
の
實
際
的
方
面
に
携
る
新
方
面
を
加
へ
て 

後
®
に
そ
の
主
張
を
服
め
た
る
勞
働
隙
級
の
產
馨
理
，

.來
た)

一
八
五
S

年

の

h 

'

チ

ニ

ラ
！！

演
は
_

演
者
€
 

r

關

聯

し

て

成
a

の
敎
®

を
求
む
る
も
の
は
、
先
づ
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
最
初
の
經
驗
で
あ
つ
た
。
此
重
の
行 

は「

勢
働

^

王
國

J

の
完
全
な
名

I

標
本

^

稱
す
ベ
き
フ
爲
は
ラ
ス
キ
ン
の
云
ふ
所
に
從
ヘ
ば
、
皮
’
敎
義
を
普 

ア
ミ
リ
ス
ナ
ィ
ル
に
之
を
得
る
で
あ
ら
ぅ
歟
"

然
も
ヴ
及
せ
し
む
る
直
接
的
方
法
に
外
な
ら
な
い
。
紙
上
に
連 
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